
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 家族になろうよ ～ 

 「家族の日」があるのを知っていますか？内閣府では、子供を家族が育み、家族を地域社

会が支えることの大切さについて理解を深めてもらうために、平成１９年度から１１月第３

日曜日を「家族の日」と定めました。今年は、１１月２０日が「家族の日」でした。そこで

今回は、家族に関する数字を紹介します。 

 

□婚姻が多いのは３月!! 
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今回の数字 

18.9  ％  

 家族になるための最初の第一歩といえば、結

婚を思い浮かべるのではないでしょうか。 

結婚式といえば、「ジューンブライド」という

言葉が有名です。「６月に結婚する花嫁は幸せに

なれる」という言い伝えもありますが、福井県

では何月に婚姻する方が多いのでしょうか。２

０１５人口動態調査の結果より、平成２７年の

福井県の月別婚姻件数を表にしました。 

福井県では、気候が良く過ごしやすい春と秋

に婚姻する人が多いことがわかります。婚姻件

数が１番多い３月は１番少ない１月と比べる

と、約２倍も多くなっています。 



 

□平成２７年の婚姻件数は福井県全体で３，４８１組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「未婚化・晩婚化」という言葉を聞いたことはありませんか。１９７０年代半ば以降、

少子化による若年者の減少、未婚率の上昇などを背景に日本の婚姻件数は減少傾向にあ

ります。下のグラフは、福井県の婚姻件数及び婚姻率の年次推移です。 

婚姻件数・婚姻率を見ると１９４７年と１９７０年に増加しているのがわかります。

これは、日中戦争・太平洋戦争の影響で婚姻を見合わせていた世代が戦後いっきに結婚

したことで、１９４７年に婚姻件数・婚姻率ともに増加する結果となりました。また、

この結婚が出生数を増やし、第一次ベビーブーム世代を形成し、１９７０年代に前半に

は第一次ベビーブーム世代が婚姻件数・婚姻率を増加させました。 

 このグラフから見てもわかるとおり、１９９０年代後半から大きな変化はありません

が、婚姻件数・婚姻率が徐々に減少していることが分かります。 



□坂井市の平成２７年の出生数は６８５人 

 家族が増えるときといえば、新たな生命(いのち)が生まれるときではないでしょうか。下

のグラフは「坂井市の出生数の推移と坂井市の総人口における出生数の割合の推移」を表し

たものです。毎年急激な減少はないですが、徐々に減少傾向にあります。 

 平成２７年と出生数が多かった平成９年を比べると、出生数は約３５０人、出生数の割合

は０.４パーセント減少しており、少子化が進んでいることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の夢は「お母さん」

だった女の子も多いかと思

います。 

右のグラフは全国の母の

年齢を表したものです。昭

和６０年から比べると、母

になる年齢がだんだん遅く

なっていることがわかりま

す。また、どの年でも 30～

34 歳に母になっている数は

ほとんど同じです。グラフ

からもわかるとおり、晩産

化・少子化傾向になってき

ています。 

 
※「母の年齢」は同じ母親が第２子以上を生んだ場合の数も含まれています。 



□家族のカタチ 

 みなさんの家族のカタチはどんなカタチでしょうか。下の図は全国、福井、坂井市の一般

世帯の家族類型別割合をグラフにしました。 

 平成２７年の全国・福井と坂井市を比べると、核家族世帯の割合はほとんど同じですが、

大きな違いとして、坂井市では三世代世帯が多く、単独世帯が少なくなっています。全国と

坂井市の三世代世帯に注目すると、なんと１３.２％も坂井市の割合が多くなっています。 

 平成１７年から２７年にかけての坂井市をみてみると、三世代世帯の割合はこの１０年で、

５.３％減少し、夫婦のみの世帯は２％、単独世帯は２.８％増加しています。三世代世帯が、

夫婦のみの世帯・単独世帯に移行したかのようにみえますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、三世代世帯が夫婦

のみの世帯・単独世帯に移行し

たのか右のグラフで確認してみ

ましょう。 

 右のグラフは坂井市の６５歳

以上の単独世帯・夫婦のみの世

帯の割合の推移を表していま

す。６５歳以上の単独世帯と夫

婦のみの世帯の割合は、それぞ

れ２.５％、２.４％増加してお

り、三世代世帯が夫婦のみの世

帯・単独世帯に移行したことが

推測されます。 



 

 全国と比べて三世代世帯が多く、単独世帯が少ない坂井市の人口はどのような年齢構成に

なっているのか、下のグラフで表してみました。棒グラフが年齢３区分別人口、線グラフが

６５歳以上と１５歳未満の割合を表しています。 

 坂井市全体の人口は、平成１６年にピークを迎えその後は減少傾向にあります。１５歳未

満の人口は平成９年が１５,９０４人と一番多く、次の年からは毎年減少しています。６５

歳以上の人口は平成２３年に一度減少しましたが、その他の年では毎年増加しており、平成

２７年には２３,５９０人となりました。人口の割合を比べると１５歳未満は平成５年と平

成２７年で４.４％減少し、６５歳以上は９.９％増加しており、人口構成が約２０年で大き

く変化していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今回の数字の答え☆:平成 27 年国勢調査の坂井市の三世代世帯の割合 


